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を考えるo pkは density fluctuation operator,聖､は中間状態の
energy.･今 甑 が系の良h c｡1ユectivevariableであ:tLば､･やfk,a,)の














え られる. phonon-phonon相互作用は back-flowの効果であることは良 く







転 用 =-~iwk･Pk持上 i吾wq･
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を得る0 才二項はFeyriman流の back-flow の効果が入って来る｡より正確 .,




このことは S(近,可 の由は､.Jとしかに Phono‡トPhonor蘭 互作脚 こよって決ま
ることを示 しているo
とこ ろで､qum ruleであるが､ 丘- 0では矛 ユのPeakでつ くされることに
な れ wkはIFeynmanの SPeCもru伯､となるo
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Jonespoterlもial に非常に近､い形が得 られることを記 してお く｡
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